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藤沢市教育委員会

国の動向と法改正の経緯

☆平成１８年 教育基本法 改正☆

第１３条
学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力

学校、家庭及び地域住民その他の関係者は、
教育におけるそれぞれの役割と責任を自覚
するとともに、相互の連携及び協力に
努めるものとする。

１.はじめに
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藤沢市教育委員会

国の動向と法改正の経緯

☆平成２７年１２月 中央教育審議会 答申☆
子どもたちの「これからの厳しい時代を生き抜く力」を育成し、
地域から信頼される学校づくりのために、学校と地域が相互に

連携・協働し「社会総掛かりでの教育の実現」を図る必要がある

➡平成２９年３月 上記答申を受け、「地教行法」が改正され

「学校運営協議会」の設置が努力義務となる

☆平成２９年３月 学習指導要領 改訂☆
【基本的な考え方】
教育基本法や学校教育法などを踏まえ、
子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を確実に育成する際、

子どもたちに求められる資質・能力とは何かを
社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視

１.はじめに
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藤沢市教育委員会

Q.「社会に開かれた教育課程」とは？

A. 学校教育を学校内に閉じずに、
その目指すところを社会と共有・連携
しながら実現させる

「社会に開かれた教育課程」の実現のために

学校と地域がつながる手段として
学校運営協議会（コミュニティ・スクール）
が制度化されている

１.はじめに
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藤沢市教育委員会

学校運営協議会とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第47条の6」の規定により、
学校に置くように努めなければならない機関であり、保護者や地域の皆さんが一定の権限と責任を
持って学校運営について
参画する仕組みです。

２.学校運営協議会とは

6

コミュニティ・スクール
とは、学校運営協議会を
設置している学校のこと
をいいます。

または、学校運営協議会
制度全般を捉えて
コミュニティ・スクール
と言う場合もあります。



藤沢市教育委員会

学校運営協議会の主な３つの機能

①校長が作成する「学校運営の基本方針」を承認する

②学校運営について、教育委員会又は校長に
意見を述べることができる

③教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める
事項について、教育委員会に意見を述べることが
できる（本市規則では、特定の個人に関する意見を
除くこととしています）

２.学校運営協議会とは

学校評議員と違って「合議体の機関」として
学校運営について一定の責任と権限が
付与されるんだね！
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「学校運営協議会の委員は、次に掲げる者について、
教育委員会が任命する」と法律で規定されています。

★対象学校の地域住民

★対象学校の保護者

★「地域学校協働活動推進員」など
日ごろから地域と学校が連携し、
対象学校の運営に資する活動を行っている人

★その他、教育委員会が必要と認める者
「校長」「教職員」「学識経験者」
「関係行政機関の職員」…etc.

２.学校運営協議会とは（委員）

藤沢市教育委員会
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「藤沢市学校運営協議会規則」において、
次のとおり定めています。

★委員の人数は一協議会につき１５人以内です
（最少人数については定めておりません。）

★任期は２年とし、再任を妨げません

★他校との兼務が可能です

★委員は国の法律において特別職非常勤の
身分を有するため、報酬が発生します

（本市においては日額制（1000円/日））

２.学校運営協議会とは（委員）

藤沢市教育委員会
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まずは校長先生が作成した「学校運営の基本方針」
について、共有するところから始まります

学校運営協議会は「学校運営」について
責任者である校長とともに、
協議する会議体です。

校長先生は、協議会委員に対して

学校運営方針の説明を行います。

協議会における共通理解のもと、
子どもたちを取り巻く課題等についての

熟議を進めていきます。

３.学校運営協議会の特徴

藤沢市教育委員会
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学校運営協議会は「学校運営」について
責任者である校長とともに、協議する会議体です。

学校長が
学校運営協議会で
協議したい事

４.学校運営協議会の人選

藤沢市教育委員会

地域力の高さを生かして
「学校と地域の連携力」

を高めたい！

令和３年度片瀬小学校 学校運営協議会委員

前学校評議員（片瀬こま保存会事務局長、元学校長、主任児童委員、
片瀬学園長）、校長、教頭、総括教諭、
三者連携会長、保護者、元保護者、市民センター・公民館長、
公民館職員 計１２名

学校長・地域団体の役員等、
市民センター長・公民館長、教育委員会で協議

11



令和3年度 モデル校…
「片瀬小学校」「秋葉台小学校」

※他市の事例を参考に年5回実施しました

５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

第１回（５月）
・委員委嘱式
・当該校の学校運営方針について（校長から説明）

第２回（７月）
・地域団体等の活動内容の共有
・学校運営や子どもを取り巻く現状・課題について

第３回（９月） ・学校運営の課題と解決策について

第４回
（11・12月）

・学校参観
・学校運営の課題と解決策について

第５回（２月）
・次年度の学校運営方針について
・学校評価 ・今年度の協議会を振り返って
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モデル校の学校運営協議会で話し合われたこと

５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

片瀬小学校

公民館事業の効果的な周知方法

地域学習支援の情報共有について

地域団体との連携体制の強化

ＩＣＴ端末を活用した授業などに

対する地域ボランティアの補助

秋葉台小学校

秋葉台小学校運営委員会

（児童で組織された委員会）への取組支援

見守りが必要な子ども、家庭への支援

慶応義塾大学の学生と地域との連携

体力、運動能力調査の測定や

下校時の見守り支援などに対する

地域ボランティアの補助

13



５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

片瀬小学校

公民館事業の効果的な周知方法

学校ホームページに
「公民館からのお知らせ」
というカテゴリを新たに作成し、
情報発信することとなりました。
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５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

片瀬小学校

地域学習支援の情報共有について

片瀬・江の島まちづくり協議会と
片瀬ボラセン運営委員会が主催する
地域が主体となった学習支援活動
「片瀬ひだまり教室」について、
学校運営協議会の中で、運営状況や
課題などについての情報共有を図りま
した。

片瀬小学校
学校運営協議会の様子
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５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

片瀬小学校

地域団体との連携体制の強化

児童が校外に出かける（身近な地域
探検など）際の安全見守り支援につ
いて、三者連携の皆様にご協力いた
だきました。

また、社会科の授業などで、
地域資源を活用した学びを進めて
いくため、片瀬漁港の皆様に
ご協力をいただきました。

今後も、片瀬こまなどの昔あそびや
地元のお寺の歴史など、
地域に根差した学びを進めるにあた
り、学校運営協議会を通じて、
地域の皆様にご助言をいただきたい
と考えています。16



５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

片瀬小学校

ＩＣＴ端末を活用した授業などに

対する地域ボランティアの補助

学校運営協議会委員にＳＥさんがい
たことから、その方を中心に、主に
低学年を対象とした授業補助が行わ
れました。

コロナの影響もあり、色々と制約が
あったものの、実際の授業風景を
協議会委員が視察し、複数人の支援
が入ったことは、学校にとって大変
心強いものでした。
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５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

秋葉台小学校・運営委員会

（児童で組織された委員会）への取組支援

運営委員会の取組（テトラ
パックやベルマークの回
収）を学校運営協議会で共
有し、地域の皆さんの協力
をあおぐことになりました。

運営委員会の子どもたちが作成した
チラシを地域回覧して、活動協力を地域に広げた
ことによって、遠藤市民センターに置かれた
回収箱に多くのテトラパックとベルマークが
集まり、子どもたちが大変喜びました。

＜児童が作成したチラシ＞ ＜回収箱＞
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５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

見守りが必要な子ども、家庭への支援

協議会委員である民生委員から「学校から、家庭への見守りを依頼されても
アプローチの手段が限られている。とは言え黙って何もしない訳にもいかず、
問題が起こる前に出来ることはないか」との話し合いとなりました。
結果、行政の関係部局等の職員に、学校運営協議会に出席してもらい、意見交換
を行ったらどうかとの提案がなされ、引き続き次年度への継続協議となりました。

秋葉台小学校
学校運営協議会の様子
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５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

慶応義塾大学の学生と地域との連携

准教授からは「様々な場面に
おいて、大学と地域をつなぐ
持続可能な関係性の継続のた
めの仕組みづくりをしていき
たい」との言葉をいただきま
した。

委員である慶応大学准教授の
研究会に所属する学生から、
「遠藤の郷土散策」「遠藤文化祭」
「ブルーベリー収穫」など、遠藤地区
の様々な事業協力を行っていることが
学校運営協議会で発表され、あらため
て地域と学生とのつながりの深さを認
識しました。

＜遠藤の郷土散策＞

＜遠 藤 文化祭＞
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５.モデル校における学校運営協議会 実施状況

藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

体力・運動能力調査の測定や

下校時の見守り支援などに対する

地域ボランティアの補助

体力・運動調査の測定時に、
慶応大学の学生さんと
青少協の役員さんが協力して
くださいました。

児童の下校時の見守りへの
参加者が着用するワッペンを、
三者連携の協力で作成し、
協力者へ配布しました。
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地域とともに子どもたちの
「生きる力」を育む教育活動の充実

学校だけでは対応できない
子どもたちを取り巻く課題の解決

地域力・家庭教育支援の向上

学校・教職員の負担軽減(働き方改革)

６.学校運営協議会が目指すもの

藤沢市教育委員会
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学校運営協議会の効果を高めるためには、地域に「地域学校協働本部」
を置き、学校運営協議会と一体的に推進することが推奨されています。

７.地域学校協働本部との効果的な連携
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Q.「地域学校協働本部」とは？

A．従来の「地域協力者会議（三者連携ふじさわ）」やその他団体等の
地域と学校の連携体制を基盤として、より多くのより幅広い層の地域
住民、団体等が参画し、緩やかなネットワークを形成することにより、
地域学校協働活動を推進するための体制です。
※なお、連携の体制は様々な形態があり得るため、地域学校協働本部について法律上の規定はありません。

地域学校協働本部の立ち上げにあたっては、各地域の実情や特性への
十分な配慮が必要なことから、教育委員会のサポートにより、地域ご
との考え方を尊重して決定していきたいと考えています。

７.地域学校協働本部との効果的な連携
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令和８年度までに、市立全５５校への設置をめざします。

８.学校運営協議会の設置状況

藤沢市教育委員会25

地域
【小学校数、中学校数（白浜養護を含む）】

令和３年度
設置校

令和４年度
設置校

令和５年度
設置校

六会地区 【３校、１校】 ― 六会中学校 天神小学校

片瀬地区 【１校、１校】 片瀬小学校 片瀬中学校 ―

明治地区 【３校、２校】 ― 明治小学校 羽鳥中学校

御所見地区 【２校、１校】 ― 御所見中学校 御所見小学校

遠藤地区 【１校、１校】 秋葉台小学校 秋葉台中学校 ―

長後地区 【２校、２校】 ― 富士見台小学校 高倉中学校

辻堂地区 【４校、３校】 ― 高砂小学校 湘洋中学校

善行地区 【２校、１校】 ― 善行中学校 善行小学校

湘南大庭地区【５校、２校】 ― 駒寄小学校 滝の沢中学校

湘南台地区 【１校、１校】 ― 湘南台小学校 湘南台中学校

鵠沼地区 【２校、１校】 ― 鵠沼中学校 鵠洋小学校

藤沢地区 【４校、２校】 ― 藤沢小学校 大清水中学校

村岡地区 【５校、２校】 ― 高谷小学校 村岡中学校



学校運営協議会（コミュニティ・スクール）と
地域学校協働活動の一体的推進には

みなさまのお力が必要です！

『学校・家庭・地域が笑顔でつむぐ子どもの未来』
のために

これからもどうぞよろしくお願いいたします

藤沢市教育委員会26


